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〔共通〕

領域 評価項目
当該重点
目標記号

平成24年度の実績

生徒･学校･地域社会の実態に
即した教育目標を設定する。

ア
年度当初に分掌、学年、教科等の目標・計
画を定め、年度末に評価を実施した。

教育活動の内容等について保
護者や地域等への情報発信に
努める。

オ

①1409人（第1回483人：第2回377人：第3
回549人）
②ステージ部門750人、一般公開1247人、
合計1997人
③中等部50.9%：高校48.1%
④中等部56.6%：高校42.5%
⑤ほぼ毎日更新し、本校の教育活動を発信
している。

学校が有する教育機能や施設
等の開放を通して、生涯学習
センターとしての機能の充実
を図るとともに、地域の人材
の活用を図る。

オ

体育施設の開放を積極的に行った。また、
外部機関との連携として、中等部では韓国
講座、韓国文化実習、県大出前講座、職業
講座等を実施した。高校では県大出前講
座、キャリア形成講座等を実施した。

表簿等の管理を厳正に行うと
ともに、事務の効率化、セ
キュリティの徹底を図る。

カ
成績処理などの作業を複数人で行うことを
徹底するとともに個人情報データの持ち出
しに関するルールを厳守した。

各分掌間の連携を図り、教職
員の共通理解に基づいた教育
活動を行う。

ア
三課（教務・生徒・総務）で課内の業務が
効率的、機能的に運営されることを目指し
取り組んだ。

教
育
課
程

教育目標、重点目標及び生徒
の実態等を踏まえた教育課程
を編成・実施するとともに、
点検・改善に努める。

ア
25年度教育課程を適切に編成した。26年度
教育課程の編成についてはほぼ終了してい
る。

授業改善の推進を図る。 ア

生徒による授業評価を2回実施するととも
に6月と11月に公開授業週間を設け、中高
相互を含めた授業参観を実施した。今年度
は各教科で「中心授業」を設定し、その感
想等を話し合う教科会議や校内研修を実施
した。

個に応じたきめ細かな指導を
行う。

ア

中・高ともに平成23年度に比べ平成24年度
は向上した。特に高校においては平成23年
度に比べ平成24年度は「授業がわかる」と
答えた生徒が10%以上増加した。
中：88.8%
高：77.1%

自己評価表（計画）

ねらい

適切な教育目標の設
定

中高が連携した分掌運営を推
進する。
広報活動や50周年事業を成功
させる。

平成26年度及び27年度入学者
に対する教育課程を適切に編
成する。特に火曜日の７限に
ついては、なくす方向で検討
する。

①各教科において生徒の学力
分析、授業研究を推進すると
ともに、授業改善を図る。
②中高の教員全員で６年間の
教育計画について積極的に意
見を出し合い、よりよい授業
計画を作る。
③中高教員相互の授業参観を
積極的に推進する。

生徒の実態等を踏ま
えた特色ある教育課
程の編成・実施

「授業が分かる」と答える生
徒の割合
中：80％以上、高：70%以上を
目指す。

今年度の重点目標（学校経営目標）

中高一貫教育校にふさわしい教育課程の検討、授業改善及び学習指導の充実

中高一貫教育校として、中等
部及び高校の特色並びに中高
の連携の在り方を明らかに
し、それらに応じて新たな目
標を設定する。

こころざしを育むための進路指導の充実（中等部）進路目標実現のための進路指導の充実（高校）

学
校
経
営

教
科
指
導

基礎・基本の確実な
定着と個性を生かす
教育の充実

静岡県立清水南高等学校・中等部

中高が連携した生徒指導の推進

学校行事、生徒会活動、部活動等の充実

予算の適正な執行管理、学校事務の円滑な遂行及び教育環境の整備

開かれた学校づくり、安心・安全の学校づくりの推進

達成目標

開かれた学校づくり
の推進

事務の適切な執行

組織的･機能的な学校
運営

①土曜オープンスクールの参
加者数1000人以上
②文化祭への保護者及び一般
参加者数1500人以上
③ＰＴＡ総会への出席率50%以
上
④地区会への出席率50%以上
⑤学校ホームページの内容の
充実

体育館、グラウンド等の学校
施設の開放を積極的に行う。
また、大学を始め、県立美術
館・県文化財団等の外部機関
との連携事業を充実させる。

校内LANを利用した安全なファ
イル管理を研究するととも
に、個人情報保護に対する職
員の意識高揚を図る。
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様式第３号

授業形態や教材の工夫・改善
を図る。

ア
職員会議において、分析担当者が結果の説
明を行うことにより問題意識の共有化を図
り、個々の効果的な活用に努めた。

指導体制を整備し、計画的に
推進する。

ア
教務課が中心になって年間指導計画を作成
した。直接の指導は副担任が中心となった
が、必要に応じて学年全体で行った。

教科との関連付けに留意し、
体験的な活動等による学習の
充実を図る。

ア

中等部においては図書館を活用し調べ学習
を実施した。
高校1年生において図書館を活用した実習
を実施した。また、高１は言語活動の総仕
上げとして弁論大会も行った。
さらに学校全体の取り組みとして、剣持秀
紀さんを招いて「素敵な大人」講演会を実
施した。さらに、50周年行事のプレイベン
トとして、卒業生の松永ちづるさんを招い
て講演及びコンサートを行った。

目標を踏まえた学習活動を実
施し、指導と一体化した評価
を行う。

ア

総合的な学習の時間に係る活動について、
目標を明示した上で実施した。またそれぞ
れの学習活動について担当内で常に評価を
行い、必要があれば活動内容を修正した。

教育目標を踏まえ、創意工夫
を凝らしたホームルーム活
動、生徒会活動、学校行事の
推進を図る。

エ
南陵祭における発表や展示を通して生徒の
主体性を引き出し、さらに仲間と協力する
ことの良さや大切さを学ぶ姿勢を養った。

直接的な体験活動の充実を図
る。

エ
美化委員により三保海岸の清掃活動（浜清
掃）を実施した。また、美化委員会による
学校周囲の側溝清掃を実施した。

部
活
動

指導方法等について工夫・改
善を図る。

エ

中３生の秋登録を実施し、部活動の活性化
を図った。
部活動に一生懸命取り組んでいると答える
生徒の割合
中：81.0%　　　　高：82.1%

欠席・遅刻等の減少を図るな
ど基本的生活習慣の確立に努
める。

ウ

高：一日平均の欠席者数10.1人
高：一日平均の遅刻者数6.6人
昨年度に比べ、一日平均欠席者数が3ポイ
ント減少した。

マナーや社会的規範意識の育
成を図る。

ウ
50周年式典を控え、職員の共通理解の下、
服装、頭髪、マナー指導を継続的に行っ
た。

生徒の防犯意識及び安全対応
能力の向上を図る。

ウ

４月に警察と交通安全指導員による交通安
全教室を実施した。
９月にＪＡＦによる危険予測の交通安全教
室を行った。
また、生徒交通安全委員、ＰＴＡによる街
頭指導を実施した。

交通安全教育を充実し、登下
校時の交通事故の減少に努め
る。

生徒会活動や学校行事の企画
や運営に関して、生徒自身が
より能動的に参加し成長でき
るようなシステムの構築に力
を入れていく。

中高一貫教育校にふさわしい
部活動の在り方を引き続き検
討する。
部活動に一生懸命取り組んで
いると答える生徒の割合70％
以上

１日平均の欠席者数、遅刻者
数それぞれ10人以下をめざ
す。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

服装、頭髪、挨拶の指導に加
え、マナーや社会的規範意識
の育成について、職員の共通
理解の下、徹底した指導を図
る。

全校及び委員会等での奉仕体
験活動を実施する。

生徒による授業評価だけでな
く、色々な場面で生徒の意
見・感想を収集し、校内研修
や教科会議等で活用する。実
施可能・改善可能なものにつ
いてはすみやかに実行する。

自ら学び、自ら考
え、課題解決に主体
的に取り組む資質・
能力の育成

生
徒
指
導

生徒の自主的・自発
的な活動による学校
生活の充実

基本的生活習慣の確
立

モラルの育成

安全教育の充実

特
別
活
動

社会性及び自主的、
実践的な態度の育成

教
科
指
導

自ら学び、自ら考
え、課題解決に主体
的に取り組む資質能
力の育成

中等部は「表現」、高１は言
葉やコミュニケーションを重
視した活動、高２は研修旅
行、高３は小論文や進路につ
いての活動が中心だが、今年
度から完全な中高一貫となる
ことから、６年間の「総合的
な学習」の指導体制、指導計
画を学校全体で話し合う。

図書館等を活用した体験的な
活動の充実を図る。さらに、
年間２回以上の講演会を実施
し、生徒の視野を広げるとと
もに、進路や学習に対する意
欲を高める。特にH25年度は50
周年行事とも関わるので、総
務課、生徒課、実行委員会と
も連携しながら、周年行事の
一環として様々な活動に取り
組む。

教務課内の担当だけでなく、
学校経営的な大きな視点か
ら、学習内容についてや、指
導と評価の一体化についての
研修を深める。
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就業に関わる体験的活動や計
画的・体系的なキャリア教育
を推進する。

イ
外部の人材を活用した講演会を通して勤労
観・職業観の育成に努めた。

進路希望達成のための指導の
充実を図る。

イ

①普通科卒業生に占める４年制大学への実
合格者の割合87％
②普通科卒業生に占める国公立大学への実
合格者の割合29％
③芸術科卒業生に占める音大・美大への合
格者の割合79％

病気予防や朝食摂取等の健康
増進のための取組を推進す
る。

ウ

「ほけんだより」等を通して予防啓発を行
うとともに薬用石鹸や消毒液の設置や換気
の徹底により病気予防に努めた。
朝食摂取率　中：96.8%
　　　　　　高：92.4%

薬物乱用・喫煙・飲酒等の身
体的影響に関する指導の充実
を図る。

ウ

薬学講座　　　　中等部：6月11日実施
　　　　　　　　高校：7月18日実施
喫煙防止教室　　中等部1年：9月10日実施
性教育講座　　　中等部3年：11月27日実
施

読書指導の推進
朝読書等、読書指導の充実を
図る。

ア
クラス読書会を実施した。
月平均読書量　中：2.4冊
　　　　　　　高：0.8冊

図書館を活用した学習活動の
充実を図る。

ア

図書館利用ガイダンス（新入生対象）や
ディスプレイの工夫、「図書館便り」「ら
いぶらりい」「図書館の40冊」を発行し図
書館活用の促進を図った。

教職員の人権意識の高揚と、
教育公務員としての倫理観・
使命感の向上を図る。

ア

朝の打ち合わせや職員会議を活用して教育
公務員としての倫理観・使命感の向上を
図った。

校内研修の充実を図る。 ア イ ウ
特別支援教育研修、不祥事根絶のための研
修、新教育課程にむけての教科研修を３回
以上実施した。

各種研修への参加と研修成果
の校内での活用を図る。

ア イ ウ
職員会議等で研修会の報告を行った。

相談しやすい環境づくりを推
進する。

ウ

中高生徒、保護者から多くの相談があり、
スクールカウンセラーを中心にした相談体
制が定着した。

校内外における連携体制を整
備する。

ウ

各学期ごと、職員会議において支援を要す
る生徒に関する情報交換を行った。ケース
会議を4回開き組織で対応することができ
た。

福
利
厚
生

教職員の心身の健康の保持・
増進を支援する。

該当な
し

職員安全衛生委員会を年12回開催するとと
もに健康管理医による健康講話やAED研修
等を実施し、教職員の健康増進や職場環境
の改善に努めた。

危
機
管
理

学校や地域の状況を踏まえた
学校独自の危機管理マニュア
ルに基づく実践的な訓練によ
り学校の危機対応能力の向上
を図る。

該当な
し

防災マニュアルを見直し、行事ごとに避難
マニュアルを作成した。実質的な防災訓練
を４回、及び図上訓練を実施し、防災意識
を高めた。

職員会議等において支援を要
する生徒に関する情報交換を
実施するとともに、外部機関
との連携を図る。

職員安全衛生委員会を月１回
程度実施する。

危機管理に対し、研修や訓練
等を通して教職員の意識高揚
を図る。

相談室だよりの発行、ソー
シャルスキルトレーニング、
ピアサポートトレーニングを
通して精神疾患に対する予防
的な活動を行う。

危機管理に関する校
内体制の整備

ＬＨＲ及び総合的な学習の時
間へのキャリア教育の位置づ
けを見直すとともに、外部の
人材活用を図る。

①普通科卒業生に占める４年
制大学への実合格者の割合
90％以上
②普通科卒業生に占める国公
立大学への実合格者の割合
50％以上
③芸術科卒業生に占める音
大・美大への合格者の割合
90％以上

今日的な教育課題に対応する
ための研修会を３回以上実施
する。

職員会議等において研修会報
告を実施する。

朝食摂取率を維持するととも
に、病気予防のための取組を
推進する。

学校薬剤師や警察などの外部
機関との連携の下に、薬物乱
用等に関する指導の充実を図
る。高校が薬学講座啓発発信
校に指定のため、一層の充実
を図る。

月平均読書量
中：月2冊以上
高：月1冊以上

図書館利用ガイダンス、図書
館だよりの発行、授業での利
用等により図書館活用の促進
を図る

図
書
館
活
用
指
導

教
職
員
の
資
質
向
上

教
育
相
談

進
路
指
導

保
健
指
導

望ましい勤労観・職
業観の育成

主体的に進路を選択
し、自己実現を図る
ことができる能力の
育成

心身の健康の保持・
増進

教職員の健康の保
持・増進

図書館活用の促進

教職員の資質能力の
向上

相談体制の充実

教職員の倫理観・使命感の向
上を図る研修を実施する。
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教務部との連携を図り、教育
活動を支援する。

カ 交代で出席し、達成できた。

生徒及び来訪者等に対して親
切・丁寧な応対を行う。

カ 苦情等はなく、ほぼ達成できた。

常に創意・工夫した事務改善
を図る。

カ
無駄を省き、事務改善に努め、事務の効率
化を図った。。

当該年度の重点的取組を推進
するための予算編成を行うと
ともに、計画的に予算を執行
する。

カ
節約と現状に合った予算配分を行い、職員
の要求を取り入れた計画的な予算執行がで
きた。

施設・設備の整備充実を図
る。

カ
校内巡視を行い、施設・設備の破損等を早
期に発見し、改善等に努めた。

〔学科〕

領域 評価項目
当該重点
目標番号 昨年度の実績

専門分野の知識・技能の向上
を図るため、指導内容や指導
方法を工夫・改善する。

ア

音楽では校内演奏会、サマーコンサート、
卒業演奏会を、美術では特別実技補習、
デッサンコンクール、美術科展を通して、
専門の知識・技能の一層の向上を図った。

一流の芸術家の表現活動や芸
術作品に触れる機会を設け
る。

ア イ

著名な演奏家を招いての公開レッスン２回
(音楽)、アートセミナー、実技講習会、モ
デルデッサン会等を実施し、高度な芸術に
触れる機会を設けて感性を高めた。

〔教育課題〕

領域 評価項目
当該重

点
目標記

昨年度の実績

情報活用能力の育成を図る。 ア
情報・技術の授業以外でのパソコン室の稼
働率が上がった。特に中等部の授業で積極
的に活用した。

情報モラルの育成を図る。 ウ
「情報」や「総合的な学習の時間」等を通
して情報リテラシー教育を実施した。

多様な文化、歴史等を学習す
る機会の充実を図る。

イ エ
海外研修旅行及びその事前・事後研修を通
して異文化理解を深めることができた。

国際交流体験の機会を充実す
るとともに語学教育の充実を
図る。

イ エ

中3生が韓国語、高2生がフランス語会話の
授業を行った。また韓国では大学生と一緒
に食事を取りながら交流し、フランスでは
音楽・美術に触れる機会を設け、異文化体
験の機会を持った。

人
権
教
育

教科・特別活動等において、
計画的に人権教育を推進す
る。

ア
地歴・公民科、体育科、家庭科等の授業に
おいて人権教育を実施した。

環
境
教
育

体験的な活動を通した環境教
育を推進する。

ア

生徒会執行部、中央委員を中心に消灯の
チェックを行い、消費電力の削減を図っ
た。電力消費量をグラフ化し、節電意識を
高めた。

福
祉
教
育

高齢者や障害のある人などへ
の理解を深める体験活動を推
進する。

ア エ
近隣の保育園と連携し保育体験活動を実施
した。

海外研修旅行及びその事前・
事後研修の充実を図る。

職員を含め、資源の有効利用
を促進し、ゴミの軽減に努め
る。

保育体験活動を継続して実施
するとともに、福祉委員会を
中心とする活動の充実を図
る。

確かな人権感覚の育
成

自然を大切にする心
と実践的な態度の育
成

教科「情報」や「総合的な学
習の時間」等を通して情報モ
ラルの育成を図る。

ねらい

ねらい

達成目標

達成目標

毎日の職員打ち合わせ及び職
員会議等への事務職員の出席
率100%

異文化理解の推進と
コミュニケーション
能力の育成

海外研修旅行を踏まえ、語学
教育の充実を図るとともに国
際交流体験の機会の充実を図
る。

教科、特別活動等における人
権教育の充実を図る。

他人を思いやる心な
ど豊かな人間性の育
成

教科「情報」の指導の充実を
図るとともに、パソコン室を
より活用しやすくする手だて
を考える。

公開レッスン（音楽）、実技
講習会、アートセミナー（美
術）を実施する。

生徒及び来訪者等に対して親
切・丁寧な応対を行う。

芸術の諸能力を伸ば
し、芸術に対する感
性を高める学習の充
実

生徒による授業評価を年間２
回実施し、授業改善を図る。

教育活動の支援

親切・丁寧な応対の
徹底

情
報
教
育

一事務室一改革を目指す。

各四半期別執行計画書の予算
執行率100%

校内巡視等により危険箇所等
の発見・改善に努める。

教育環境の整備

芸
術
科

国
際
理
解
教
育

情報化に対応できる
能力の育成

事
務
部
運
営

学校経営予算に基づ
く予算の編成及び執
行

学校事務の効率化
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様式第３号

大規模地震等に対する防災能
力の向上を図るため、実践的
な防災訓練を実施する。

エ

非通知訓練を含めて実践的な防災訓練を４
回、地区別の図上訓練を1回実施した。ま
た、防災用具を３階に移動し、一覧にまと
めることができた。

高校生が地域防災の担い手と
しての役割を果たせるよう、
地域と連携しながら防災体制
の充実を図る。

エ オ
地域防災訓練の参加率
　中：56.3%　　高：33.8%

〔その他〕

領域 評価項目
当該重点
目標記号 昨年度の実績

中
高
一
貫
教
育

中高一貫教育校として、６年
間を通じて特色ある教育を展
開するために、校内体制の充
実を図る。

ア

異学年交流を毎学期実施した。
中高一貫教育完成年度（平成25年度）に向
けて重点的に研修し、今後の課題と在り方
について意見の集約に努めた。

ねらい 達成目標

中高一貫教育の充実

異学年交流を推進する。
基礎期、充実期、発展期の充
実を図る。
中高一貫教育完成年度の新し
い課題の解決に努める。

実践的な防災訓練を年間３回
実施するとともに、職員の防
災意識の高揚を図る。

防災意識及び防災対
応能力の育成

防
災
教
育

地域防災訓練の参加率30％以
上
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